
太陽系外惑星データベース
ExoKyotoの開発と公開

ハビタブル・ゾーンの再定義について
Development of Extrasolar Planetary Database 
ExoKyoto and its re-definition of Habitable Zone

　存在が確認された太陽系外惑星系をより理解し、異なるハビタブルゾーンの

定義を互いに比較するための系外惑星 データベース「ExoKyoto」 
http://www.exoplanetkyoto.org の開発と公開を行なった。ハビタブルゾーンの定義は

Kopparapu et al. (2013)の定義が参照ケースとして定義され

ているが、その他に太陽系相当天文単位(SEAU)が定義され、

系外惑 星の位置と太陽系での想定されうる位置を理解するこ

とができる。 またフレア星などの星の活動性を考慮に入れた新

しいハビタブル・ゾーンの定義について検討しているが、それ

には「水惑星」であることが非常に重要な要素となる。
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